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参考資料

Ⅰ スパンの計算方法

Ⅰ-１ 道産Ⅰ形梁の許容耐力

各条件の道産Ⅰ形梁の許容耐力は、表２（2 頁）の基準値をもとに次式により算出した。

長期の許容曲げモーメント ：LM ＝ M×1.1/3×Fsys

長期の許容せん断耐力 ：LQ ＝ Q×1.1/3
長期積雪に対する許容曲げモーメント ：LMS ＝ M×1.3×1.1/3×Fsys

長期積雪に対する許容せん断耐力 ：LQS ＝ Q×1.3×1.1/3
短期積雪に対する許容曲げモーメント ：SMS ＝ M×0.8×2/3×Fsys

短期積雪に対する許容せん断耐力 ：SQS ＝ Q×0.8×2/3

Fsys は曲げシステム係数であり、小さな間隔で並列した曲げ部材（構造用集成材等のバラツ

キの小さな材料を除く）に構造用面材を張ることにより、高い強度の部材により多くの荷重が

配分され、部材の下限値が引き上げられる効果を考慮したものである。今回のⅠ形梁は製材と

集成材の中間程度のバラツキを持つ材料と判断し、システム係数は 1.15 を採用することにし

た。そして、この数値を得るための床組と屋根組の施工条件を次のように定めた。

【床組の施工条件】

「床根太本数は 3 本以上、床根太間隔は 455mm 以下、受け材あり、厚さ 12mm の構造用合

板、面材の釘打ち間隔は N50 を 150mm 以下とする。なお、受け材を省略するには、厚さ 15mm
の本ざね継ぎ手を持つ構造用合板とし、釘打ち間隔は N65 を 150mm 以下とする。」

【屋根組の施工条件】

「たるき本数は 3 本以上、たるき間隔は 455mm 以下、受け材なし、厚さ 9mm の構造用合板、

面材の釘打ち間隔は N50 を 150mm 以下とする。」

Ⅰ-２ 床根太スパンの計算方法

ただし、W：床用設計荷重（N/m）

L：床根太スパン（m）

p：床根太の荷重負担幅＝床根太間隔（m）

【床用設計荷重の設定】

代表的な設計条件として、床根太は 88mm タイプのⅠ形梁、床根太間隔は 455mm、天井重

p

L
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量支持とした場合の計算例を以下に示す。

W W P (N/m)床用設計荷重 ＝固定荷重 ＋積載荷重F

W 286N/m 819 N/m 1105N/m床用設計荷重 ＝ ＋ ＝1

W 286N/m 273N/m 559N/mクリープ用設計荷重 ＝ ＋ ＝2

固定荷重 ＝床組重量×床根太間隔＋床根太自重WF

550N/m 0.455m 36N/m 286N/m＝ × ＋ ＝2

床組重量： （フローリングまたは畳： ，床下地合板 厚：550N/m 180N/m 15mm2 2

，釘受け材： ，吸音用ロックウール 厚： ，100N/m 20N/m 50mm 20N/m2 2 2

せっこうボード 厚の二枚張り： ）9.5mm 230N/m2

積載荷重 ＝積載荷重×床根太間隔P

P 1800N/m 0.455m 819N/m床用 ＝ × ＝1
2

P 600N/m 0.455m 273N/mクリープ用 ＝ × ＝2
2

【床根太の制限スパン】

1①曲げ制限スパン L

2②せん断制限スパン L

3③たわみ制限スパン L

4④クリープを考慮したたわみ制限スパン L

ただし、 ：床用設計荷重（ ）W N/mm1

：クリープたわみ用設計荷重（ ）W N/mm2

：長期の許容曲げモーメント（ ･ ）LM N mm
：長期の許容せん断力（ ）LQ N
：真の曲げ剛性（ ･ ）EI N mm2

κ：せん断剛性（ ）GA/ N
：変形増大係数（実験結果により ）C 2.0cp

以上の制限スパン 種類の最小値を床根太スパンとする。なお、 （ 頁）の床根太スパ4 9表５

ンは、ここで設定した荷重条件により求めたものである。

Qmax ＝
W1×L2
2

≦ LQ より L2 ≦
LQ×2
W1

5×W1×L34

384×EI
＋

8×GA/κ
W1×L32

≦
400
L3

and 10mm

5×W2×L44

384×EI
＋

8×GA/κ
W2×L42

× Ccp ≦
250
L4

Mmax ＝
W1×L12

8
≦ LM より L1 ≦

LM×8
W1
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Ⅰ-３ たるきスパンの計算方法

ただし、 ：屋根組の固定荷重（屋根面に対する （ ）W N/mO ）

：積雪荷重（水平面に対する （ ）W N/mS ）

：屋根用設計荷重（屋根面に直交する荷重成分 （ ）W N/mN ）

：たるきスパン（ ）L m
：たるき実長スパン＝ （ ）L L/cosθ mN

：屋根勾配角度（°）θ
：たるきの荷重負担幅＝たるき間隔（ ）p m

【屋根用設計荷重の設定】

代表的な設計条件として、たるきは タイプのⅠ形梁、たるき間隔は 、垂直積88mm 455mm
雪量は 、屋根勾配は 寸（ 、天井重量支持とした場合の計算例を以下に示す。160cm 5 26.6°）

W W cosθ W cos θ (N/m)屋根用設計荷重 ＝固定荷重 × ＋積雪荷重 ×N O S
2

W 227N/m 0.894 1339N/m 0.894 1273N/m長期設計荷重 ＝ × ＋ × ＝L N
2

W 227N/m 0.894 1913N/m 0.894 1732N/m短期設計荷重 ＝ × ＋ × ＝S N
2

固定荷重 ＝屋根組重量×たるき間隔＋たるき自重WO

420N/m 0.455m 36N/m 227N/m＝ × ＋ ＝2

屋根組重量： （金属板： ，アスファルトルーフィング： ，屋420N/m 20N/m 20N/m2 2 2

根下地合板 厚： ，釘受け材： ，グラスウール12mm 80N/m 20N/m2 2

厚： ，せっこうボード 厚： ）200mm 50N/m 12mm 150N/m2 2

積雪荷重 ＝雪単位重量×垂直積雪量×積雪期間係数×屋根形状係数×たるき間隔WS

W 30N/m /cm 160cm 0.7 0.876 0.455m 1339N/m長期 ＝ × × × × ＝L S
2

W 30N/m /cm 160cm 1.0 0.876 0.455m 1913N/m短期 ＝ × × × × ＝S S
2

雪単位重量： （多雪地域）30N/m /cm2

積雪期間係数： （長期）0.7
積雪期間係数： （短期）1.0
屋根形状係数 ： （施行令第 条による計算式、 ＝( ）µb 0.876 86 µb cos1.5θ)1/2

【たるきの制限スパン】

1①短期積雪による曲げ制限スパン L

Mmax ＝
SWN×L12

8
≦ SMS より L1 ≦

SMS×8
SWN

Lp

θ

NL

W

W

θ

L

S

O WN

NL
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2②短期積雪によるせん断制限スパン L

3③長期積雪による曲げ制限スパン L

4④長期積雪によるせん断制限スパン L

5⑤長期積雪によるたわみ制限スパン L

ただし、 ：短期の屋根用設計荷重（屋根面に直交する成分 （ ）S NW N/mm）

：短期積雪に対する許容曲げモーメント（ ･ ）S SM N mm
：短期積雪に対する許容せん断力（ ）S SQ N
：長期の屋根用設計荷重（屋根面に直交する成分 （ ）L NW N/mm）

：長期積雪に対する許容曲げモーメント（ ･ ）L SM N mm
：長期積雪に対する許容せん断力（ ）L SQ N

：真の曲げ剛性（ ･ ）EI N mm2

κ：せん断剛性（ ）GA/ N
以上の制限スパン 種類の最小値をたるき実長スパンとし、その値に を乗じた値をた5 cosθ

るきスパンとする。なお、 （ 頁）のたるきスパンは、ここで設定した荷重条件により表 ６ 10
求めたものである。

Ⅰ-４ 軒の出スパンの計算方法

軒の出には軒天荷重も付加されるため、室内側より大きな分布荷重が加わる。厳密には、屋

根たるき全長を考慮した計算となるが、ここでは簡略かつ安全側になるように、固定端支持に

よる片持ち梁として計算した。記号や設計荷重の設定はたるきスパンとほぼ同じである。

Qmax ＝
SWN×L2

2
≦ SQS より L2 ≦

SQS×2
SWN

5×LWN×L54

384×EI
＋

8×GA/κ
LWN×L52

≦
200
L5

and 20mm

Mmax ＝
LWN×L32

8
≦ LMS より L3 ≦

LMS×8
LWN

Qmax ＝
LWN×L4

2
≦ LQS より L4 ≦

LQS×2
LWN

WS

LN

θ

OW WN

L
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ただし、 ：軒の出スパン（ ）L m
：軒の出実長スパン＝ （ ）L L/cosθ mN

【屋根用設計荷重の設定】

代表的な設計条件として、たるきは タイプのⅠ形梁、たるき間隔は 、垂直積88mm 455mm
雪量は 、屋根勾配は 寸（ 、天井重量支持とした場合の計算例を以下に示す。160cm 5 26.6°）

W 455N/m 0.894 1339N/m 0.894 1177N/m長期設計荷重 ＝ × ＋ × ＝L N
2

W 455N/m 0.894 1913N/m 0.894 1936N/m短期設計荷重 ＝ × ＋ × ＝S N
2

W 920N/m 0.455m 36N/m 455N/m固定荷重 ＝ × ＋ ＝O
2

屋根組重量： （屋根組荷重 に鉄網モルタル厚 ： 、天920N/m 420N/m 20mm 400N/m2 2 2

井下地： を追加）100N/m2

【軒の出の制限スパン】

1①短期積雪による曲げ制限スパン L

2②短期積雪によるせん断制限スパン L

3③長期積雪による曲げ制限スパン L

4④長期積雪によるせん断制限スパン L

5⑤長期積雪によるたわみ制限スパン L

ただし、 ：短期の軒の出用設計荷重（屋根面に直交する成分 （ ）S NW N/mm）

：短期積雪に対する許容曲げモーメント（ ･ ）S SM N mm
：短期積雪に対する許容せん断力（ ）S SQ N
：長期の軒の出用設計荷重（屋根面に直交する成分 （ ）L NW N/mm）

：長期積雪に対する許容曲げモーメント（ ･ ）L SM N mm
：長期積雪に対する許容せん断力（ ）L SQ N

：真の曲げ剛性（ ･ ）EI N mm2

κ：せん断剛性（ ）GA/ N
以上の制限スパン 種類の最小値を軒の出実長スパンとし、その値に を乗じた値を軒5 cosθ

Mmax ＝
SWN×L12

2
≦ SMS より L1 ≦

SMS×2
SWN

Qmax ＝ SWN × L2 ≦ SQS より L2 ≦
SWN

SQS

LWN×L54

8×EI
＋

2×GA/κ
LWN×L52

≦
200
L5

Mmax ＝
LWN×L32

2
≦ LMS より L3 ≦

LMS×2
LWN

Qmax ＝ LWN × L4 ≦ LQS より L4 ≦
LWN

LQS



- 18 -

の出スパンとする。なお、 （ 頁）の軒の出スパンは、ここで設定した荷重条件により表 ７ 11
求めたものである。

Ⅰ-５ 棟木スパンの計算方法

ただし、 ：屋根組の固定荷重（屋根面に対する （ ）W N/mO ） 2

：積雪荷重（水平面に対する （ ）W N/mS ） 2

：棟木用設計荷重（ ）W N/mR

：棟木スパン（ ）L m
：屋根勾配角度（°）θ
および ：各屋根面のたるきスパン（ ）B B m1 2

：棟木の荷重負担幅（ ）B m
【屋根用設計荷重の設定】

88mm 160cm 5代表的な設計条件として、たるきは タイプのⅠ形梁、垂直積雪量 、屋根勾配

寸（ 、棟木の荷重負担幅 、天井重量支持とした場合の計算例を以下に示す。26.6° 3.64m）

W W cosθ W B (N/m)棟木用設計荷重 ＝（固定荷重 / ＋積雪荷重 ）×R O S

W 540N/m /0.894 2944N/m 3.64m 12920N/m長期設計荷重 ＝（ ＋ ）× ＝L R
2 2

W 540N/m /0.894 4205N/m 3.64m 17510N/m短期設計荷重 ＝（ ＋ ）× ＝S R
2 2

2固定荷重 ＝屋根組重量＝W 540N/mO
2 2 2屋根組重量： （たるきスパンの屋根組荷重 にたるき自重540N/m 420N/m 120N/m

を追加 ）

積雪荷重 ＝雪単位重量×垂直積雪量×積雪期間係数×屋根形状係数WS
2 2長期 ＝ × × × ＝L SW 30N/m /cm 160cm 0.7 0.876 2944N/m
2 2短期 ＝ × × × ＝S SW 30N/m /cm 160cm 1.0 0.876 4205N/m

雪単位重量： （多雪地域）30N/m /cm2

積雪期間係数： （長期）0.7
積雪期間係数： （短期）1.0
屋根形状係数 ： （施行令第 条による計算式、 ＝( ）µb 0.876 86 µb cos1.5θ)1/2

W

OW

B

S

2B1

OW

θ
θ

B

WR

L
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【棟木の制限スパン】

1①短期積雪による曲げ制限スパン L

2②短期積雪によるせん断制限スパン L

3③長期積雪による曲げ制限スパン L

4④長期積雪によるせん断制限スパン L

5⑤長期積雪によるたわみ制限スパン L

ただし、 ：短期の棟木用設計荷重（ ）S RW N/mm
：短期積雪に対する曲げ強度＝基準値 （ ）S b sysF ×0.8×2/3×F N/mm2

：短期積雪に対するせん断強度＝基準値 （ ）S SF ×0.8×2/3 N/mm2

：長期の棟木用設計荷重（ ）L RW N/mm
：長期積雪に対する曲げ強度＝基準値 （ ）L b sysF ×1.3×1.1/3×F N/mm2

：長期積雪に対するせん断強度＝基準値 （ ）L SF ×1.3×1.1/3 N/mm2

：曲げシステム係数＝ （ ）F 1.0 N/mmsys
2

：曲げヤング係数（ ）E N/mm2

および ：棟木の幅およびせい（ ）b h mm
以上の制限スパン 種類の最小値を棟木スパンとする。なお、 （ 頁）の棟木スパン5 11表 ８

は、ここで設定した荷重条件により求めたものである。

Qmax ＝
SWR×L2

2
≦

2× SFS× b× h
3

より L2 ≦
4× SFS× b× h
3× SWR

384× E×
b× h3

12

5× LWR× L54
≦

200
L5

and 20mm

Mmax ＝
SWR× L12

8
≦ SFb×

b× h2

6 より L1 ≦
4× SFb× b× h2

3× SWR

Mmax ＝
LWR× L32

8
≦ LFb×

b× h2

6 より L3 ≦
4× LFb× b× h2

3× LWR

Qmax ＝
LWR×L4

2
≦

2× LFS× b× h
3

より L4 ≦
4× LFS× b× h
3× LWR
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Ⅱ 道産Ⅰ形梁と根太受け金物の流通

道産Ⅰ形梁と根太受け金物の入手については、以下にお問い合わせ下さい。

【お問い合わせ先】

久保木工株式会社（旭川市南 条通 丁目、 ）7 20 TEL0166 31 9389- -
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